
支援カード エビデンス版 — 先生用①（使う場の一覧）

大原則：カードは「配って終わり」では効きません。効果が確認された研究はどれも、カードを教える手続きの一部とし

て使っています（教師がモデル→いっしょに→本人だけ／記録→称賛とセット）。合言葉は本人が動作の直前に声に出す台

本です。この情報は先生用シートだけに載せ、子どもに見せる掲示版・ミニ版には書きません。

カード あいことば 使う場（これがないと効かない） 根拠

A11 よんで たしかめる カー

ド

だれが・なにを・

どうした？

先生が音読しながら問いを実演 → いっしょに → ひと

りで（段階的に手放す）。渡すだけにしない。

読解方略指導（LDメ

タ分析・自己質問

ES≈1.18）

A12 ものがたりの 形カード はじめ・なか・お

わり

読む前にこの型を渡し、本文を枠に当てはめる（教師

モデル→本人）。

読解方略指導（文章構

造の知識）

A13 せつめい文の 形カード とい・わけ・まと

め

読む前に型を渡す。段落の最初の一文に注目させる。 読解方略指導（文章構

造の知識）

A14 わけは 本文カード わけは 本文に 記述問題の横で使う。「本文の言葉を1つ入れる」を約

束にする。

読解方略指導（根拠参

照・推論生成）

A15 どの計算？カード どの 計算かな？ 文章題を読む前に型を1つ選ばせ、声に出させる。 スキーマ型文章題指導

（Jitendra/Fuchs）

A16 文しょうだい ４ステッ

プカード

よむ・きめる・か

く・たしかめる

文章題ページの余白・机上に常設。①の型判定を毎回

声に出す。

アタック方略 FOPS

（LD文章題で効果）

A17 読む ところが わかる

カード

いま 読む ところだ

け 見る

音読で行を飛ばす・同じ行を読む子に。／の区切りは

最初は先生が入れて見せる→本人へ。スリットは厚紙

で一緒に作る。学級の誰でも使えるように置く。

視覚支援・補助具（読

みの手がかり）

B11 なかまに 入る カード いっしょに いい？ 説明→見本→ロールプレイ1回→実場面。相手役（仲

間）とセットで。

SST＋仲間介在

（NCAEP確立EBP）

B12 こまった とき の さく

せん カード（かきこみよう）

○○のとき、こう

する

事前に本人と読む→その場面の直前にもう一度見る。

他の支援と併用（単体では効かない）。ラミネート＋

ホワイトボードマーカーで書き直せるように。

ソーシャルナラティブ

（Qiらメタ分析）

B13 聞いて ひとこと カー

ド

聞いて ひとこと ペア活動で相手役とセット。できたらすぐ称賛。 SST（NCAEP確立

EBP）

B14 イライラの さくせん

カード

むかっと したら、

6秒

おだやかな時に一緒に練習しておく（怒ってからでは

入らない）。おちつく場所・合図を事前に本人と決め

る。できたら必ず認める。B12（さくせんカード）と

併用できる。

認知行動的方略・自己

教示（NCAEP確立

EBP）

B15 ちょうどよい きょりの

カード

うで 1本ぶん、は

なれる

実際に腕を伸ばして距離を体で覚える（言葉より体

感）。学級全体で「ちょうどよい距離」を扱い、その

子だけの指導にしない。

SST・パーソナルスペ

ースの指導

B16 あてられてから 言う

カード

手を あげて、まつ 「挙手→指名→発言」の流れを学級全体のルールにし

て、ルールを守った挙手をすぐ指名して認める。本人

だけの約束にしない。

学級ルールの明示＋即

時の強化

B17 休みたい ときの カー

ド

「休みたいです」

と つたえてから

事前に「休んでいい場所・時間・もどり方」を本人と

決めておく。抜け出しではなく「正しく休みを求め

た」行動として認める。ミニ08つたえるカードと併

用。

機能的コミュニケーシ

ョン・クールダウン
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